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「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の

取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。
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続いて事務局より、今後のプロジェクトの詳細

について説明し、委員の皆様の意見を踏まえて、

承認いただきました。

《《《《 プロジェクト内容プロジェクト内容プロジェクト内容プロジェクト内容 》》》》

容器包装リサイクルについて、容器包装ごみ

の分別収集・リサイクルに関する各主体の実態

および当連合会の会員企業・団体の『3Rの取り

組み』を取りまとめる。

それを世の中に広く周知させることで、持続可

能な社会・より良い循環型社会の形成について、

国民一人一人が考えるきっかけとしたい。

9月3日、東海大学校友会館にて、第4回廃棄

物リサイクル分科会を開催しました。

会の前半でプラスチック容器包装リサイクル推

進協議会の久保直紀専務理事より「容器包装リ

サイクル法とプラスチック・リサイクルを考える」

というテーマでご講演いただきました。循環型社

会形成に向けた法制度とその概要について、ま

た容器包装（特にプラスチック容器包装）の役割

とプラスチックの機能などを踏まえたリサイクル

のあり方について詳しく解説をいただき、参加者

も熱心に耳を傾け、多くの質問も出ました。
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定例勉強会定例勉強会定例勉強会定例勉強会 ～政治評論家：浅川博忠～政治評論家：浅川博忠～政治評論家：浅川博忠～政治評論家：浅川博忠先生～先生～先生～先生～

※文中の肩書は、実施日当時のものとなります。

生団連は清水信次会長(㈱ライフコーポレーション会長)の発案で設立、「国民の生活・生命を守る」ことを使命とする団体です。

会員は５００超の企業、業界団体、消費者団体から構成され、日本の直面する諸課題解決に向け生活者視点で取組んでいます。

【お問合せ先】

国民生活産業・消費者団体連合会 清水(栄)／宮田 ☎：03-3662-5240 ✉：jimu@seidanren.jp

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル7階 URL：http://www.seidanren.jp/

もったいないゼロキャラバン開催！もったいないゼロキャラバン開催！もったいないゼロキャラバン開催！もったいないゼロキャラバン開催！

～食べ物の“もったいない”を楽しく学ぶ！～食べ物の“もったいない”を楽しく学ぶ！～食べ物の“もったいない”を楽しく学ぶ！～食べ物の“もったいない”を楽しく学ぶ！

食品廃棄削減啓発イベント食品廃棄削減啓発イベント食品廃棄削減啓発イベント食品廃棄削減啓発イベント 10101010月に開催！～月に開催！～月に開催！～月に開催！～

9月3日（木）に国際経済研究所との共催による定

例勉強会を憲政記念館にて開催しました。今回の講

師は、テレビや雑誌、新聞などのメディアでの的確な

論評でおなじみの政治評論家、浅川博忠先生にお

越しいただき、当日は多くの会員様にご参加いただ

きました。

ご講演は「安倍政権のゆくえ」と題し、安倍内閣の

現状と将来についての解説及び分析を、非常にわか

りやすくお話いただきました。長年国政への取材を

行っておられる浅川先生だからこそ知りえた非常に

興味深い情報を交えながらお話いただき、参加いた

だいた方々は、熱心に耳を傾けておられました。

食品廃棄対策委員会では、家庭からの食品廃

棄削減を目指した啓発イベント「もったいないゼ

ロキャラバン」を世界食料デー月間※である10月

に合わせて、都内のスーパーマーケット3店舗に

て開催します。

本イベントでは、食べ物の“もったいない”につ

いて気づきを与え、考えるキッカケとなるような

様々なプログラムを実施します。例えば、もった

いない現状を生活者により実感していただくた

政治評論家 浅川博忠 先生

めプログラムとして、１年間に１世帯から出される

食品ロス量60kgを一番廃棄されている野菜を用い

て展示し紹介します。その他にも、パネル展示や動

画上映、クイズラリーなどを実施します。

本イベントを通じ、少しでも生活者の意識や行動

が変化し、食品廃棄が削減されることを期待します。

（終了しております）

※世界⾷料デー⽉間・・・1979年の第20回国連⾷糧農業機関（FAO）総会の決議
に基づき、1981年に世界の⾷料問題を考える⽇として10⽉16⽇を世界⾷料デーと制定
しました。⽇本においては、2008年から世界⾷料デーである10⽉を世界⾷糧デー⽉間と
して、NPO/NGOや国際機関などが協⼒し、飢餓や⾷料問題について知り、考え、⾏動し
てもらうために取り組んでいます。


